


軍都から商都へ…

◀

22



立川の人々の戦中・戦後
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一人用の食事をのせる台。日常には食器を収納できる箱膳、ハレの日には漆
うるし

塗りの会席膳
や高足膳（写真1）が使われることが多かったようです。
食物を盛る漆塗りの木椀。多摩地域では、一つの膳に親椀（飯椀）（写真2）、汁椀、平椀（写
真3）、壺椀（写真4）を並べるのが基本でした。料理や宴の内容に応じて、吸物椀（写真5）、
陶磁器皿（写真6）なども使われます。
宴会には酒がつきものです。角

つのだる

樽（写真7）は、結納や婚礼の際に、酒の贈答や宴席の飾り
として使われます。三々九度には銚

ちょうし

子と三
さんがいさかずき

蓋盃（写真8）が使われました。
膳椀を収納していた布

ほて い

袋や木箱（写真9）には、所有者名や品名、購入年などが書かれてい
ることがあり、研究の重要な手がかりになります。
立川では、ハレの日によくうどんを食べました。共有膳椀の中にうどんなどを入れる切

きりだめ

溜（写
真10）や汁

つゆ

を注ぐ湯
ゆとう

桶（写真11）がみられることも、この地域の特徴といえます。

膳

椀

酒器

収納具

その他

24
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町名 所有の主体 紀年銘 寄贈年・解散年＊ 所蔵

富士見町 山中講中 弘化2年（1845） 平成14年（2002） 立川市歴史民俗資料館

柴崎町
番場組 ー ー 立川市歴史民俗資料館

出口組 安政4年（1857） 平成16年（2004） 立川市歴史民俗資料館

錦町 下和田組 嘉永5年（1852） 平成11年（1999） 立川市歴史民俗資料館

幸町 八番組／東組 明治28年（1895） 昭和56年（1981）
平成5年（1993）＊＊ 立川市歴史民俗資料館

柏町
六番組／東地区 明治24年（1891） 平成14年（2002） 立川市歴史民俗資料館

七番組 ー 平成28年（2016） 立川市歴史民俗資料館

砂川町
三番組／上組 明治7年（1874） 令和2年（2020）頃 個人

五番組／中講中 明治10年（1877） 平成7年（1995） 立川市歴史民俗資料館

上砂町

二番組／上組 明治22年（1889） 平成18年（2006） 立川市歴史民俗資料館

二番組／中組 ー 昭和60年（1985） 立川市歴史民俗資料館

二番組／下組 明治41年（1908） 平成19年（2007） 個人

西砂町 殿ヶ谷組 明治44年（1911） 平成12年（2000）  殿ヶ谷公会堂（一部）
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　市史編さん事業では、「立川の史料を読む会」とし
て平成 28年度から市民との協働による古文書の解読
を行っています。その成果は市史の刊行物にも反映
されています。
　今回の講座は、本事業や「立川の史料を読む会」
を多くの方に知っていただきたく実施しました。
古文書の解読、そして市民協働の貴重な場として、
今後も会の活動を続けてまいります。

28



　「立川の史料を読む会」では、江戸時
代の立川に関する未解読の古文書を参
加者同士協力して読み進めています。読
むのが難しい古文書もありますが、新し
い事実がわかる驚きや発見も味わえる
会です。解読の成果は、今後の刊行物に
活用させていただくだけでなく、地域の
歴史を明らかにする資料として将来に
残していきます。
　興味や関心がある方は、12ページの
立川市文化スポーツ部 市史編さん室ま
でお問い合わせください。

　８～９ページにご紹介した史料①～④は、内容や時代は異なるものの、
武蔵野や多摩川、甲州街道といった地勢が柴崎村のしくみや暮らしにさ
まざまな面で影響していたことをうかがい知ることができます。（事務局）

本講座に参加された方々の声

初心者でも関心
のもてる古文書
ばかりであった。

資料を残すこと、
資料を読み込む
地道な作業の大
切さを感じた。

立川市の古文書
に関する講座に
これからも参加
したい。

映像等視覚的な
資料も提供して
もらえると更に
興味を持てた。

柴崎村の歴史の
一端を知ること
ができて面白か
った。

古文書内の
「用語集」があれ
ば良かった。

村の事情につい
て分かった。

39
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月 日 活動内容

継続調査

近世部会・近代部会：砂川町個人宅調査

近代部会：立川市歴史民俗資料館調査

民俗・地誌部会：砂川町個人宅調査、立川市歴史
民俗資料館所蔵膳椀調査

４
月

15 日 事務局：白根記念渋谷区郷土博物館・文学館調査

18日 事務局：市史編さん関連講座「『新編立川市史』
の古文書を読む」

19日 民俗・地誌部会：第１回柴崎地区巡検

27日 民俗・地誌部会：第２回柴崎地区巡検

29日 民俗・地誌部会：立川市歴史民俗資料館所蔵共有
膳椀の補足調査準備

５
月

10 日 民俗・地誌部会：立川市歴史民俗資料館所蔵共有
膳椀の補足調査

16日 事務局：市民協働作業『立川の史料を読む会』

17日 民俗・地誌部会：第２回砂川地区巡検

24・25日 事務局：歴史学研究会大会出展（刊行物の頒布）

月 日 活動内容

６
月

1 日
近代部会：第１回部会会議

近世部会：第１回部会会議

12日 現代部会：第１回部会会議

15日 事務局：多摩地域史研究会参加
（於たましんRISURUホール）

16日 民俗・地誌部会：砂川町個人宅調査

19日 現代部会：特定部会会議

20日 事務局：市民協働作業『立川の史料を読む会』

７
月

6 日 民俗・地誌部会：第１回部会会議

15日 民俗・地誌部会：立川市歴史民俗資料館所蔵共有
膳椀の補足調査

18日 事務局：市民協働作業『立川の史料を読む会』

28日 古代中世部会：無量光寺（相模原市）石造物調査

31日 第 25回立川市史編集委員会会議

８
月

5 日 第 20回立川市史編さん委員会会議（書面開催）

15日 事務局：市民協働作業『立川の史料を読む会』

20日 現代部会：特定部会会議

22・23日 民俗・地誌部会：諏訪神社例大祭調査

９
月

19 日 事務局：市民協働作業『立川の史料を読む会』

20日 近世部会：第２回部会会議
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<資料編 >

先史 B5 判・カラー口絵８ページ・
本文 602 ページ・上製本 価格 3,500 円

古代・
中世

B5判・カラー口絵 16ページ・
本文 604 ページ・上製本 価格 2,500 円

近世１ B5判・カラー口絵 16ページ・本文 604 ページ・上製本 価格 2,500 円

近世２ B5判・上製本（令和７年度刊行予定） 価格 未定

近代１ B5判・カラー口絵８ページ・本文 575 ページ・上製本 価格 2,500 円

近代２ B5判・カラー口絵８ページ・本文 580 ページ・上製本 価格 2,500 円

現代１ B5判・カラー口絵４ページ・本文 579 ページ・上製本 価格 2,500 円

現代２ B5判・カラー口絵４ページ・本文 595 ページ・上製本 価格 2,500 円

柴崎の
民俗

B5判・カラー口絵８ページ・
本文 535 ページ・上製本 価格 2,500 円

砂川の
民俗

B5判・カラー口絵８ページ・
本文 549 ページ・上製本 価格 2,500 円

地図・
絵図

A4 判・フルカラー・190 ページ・
上製本・DVD付 価格 3,000 円

写真集 A4 判・フルカラー・ 367 ページ・上製本 価格 4,000 円

■ 立川市役所３階
　 市政情報コーナー
　 立川市泉町1156-9 
　 ☎ 042-523-2111（代表）

■ 立川市歴史民俗資料館
　 立川市富士見町３-12-34
　 ☎ 042-525-0860

■ オリオン書房ノルテ店
　 立川市曙町２-42-１
　 パークアベニュー３階
　 ☎ 042-522-1231

■ ジュンク堂書店立川髙島屋店
　 立川市曙町 2-39-3
　 立川髙島屋 S.C. ６階
　 ☎ 042-512-9910
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